
 

2025年度活動概要 

EMI(English-Medium Instruction)研究会 

 

2025年 5 月 30 日 18:00から 20:00までオンラインにて第 1回研究会を開催し、Annette 

Bradford 氏を講師として招き、「Japanese Women Professors and the Traversing of Worlds in 

the English-Medium Classroom」と題する招待講演を実施した。発表の冒頭では、友人との

会話の中で「私は自分自身を変えなければならない」と語った言葉が強く印象に残り、そ

れが日本の高等教育機関で英語による授業（EMI）を担当する日本人女性教員の経験に関

心を向ける契機となったことが紹介された。本研究では、Lugones の「world-traveling（世

界を行き来すること）」の概念を理論的枠組みとして用い、日本の大学で EMI を担当す

る日本人女性教授 8名へのインタビューをもとに、その教育実践と職業的経験が分析され

た。国際化の進展により学生の多様化が進む中、彼女たちが英語で授業を行いながら、日

本人学生と留学生の双方を対象とする教育実践にどのように向き合っているのかが検討

された。発表では、女性教員がさまざまな葛藤や試行錯誤を経験しつつ、複数の文化的・

教育的文脈を往還する専門職として成長していく過程が示された。 

第 2回研究会は、2025年 12月 13日 10:00から 11:15までオンラインで開催した。研究

会では「トルコの英語教育現場から学ぶ」と題し、トルコの Middle East Technical University

（METU）外国語教育学科准教授 Hale Isik-Guler氏および EMI Research Networkのメンバ

ーを講師として迎えた。本研究会は講演と質疑応答（Q&A）の二部構成で実施された。

講演では、METU における EMI 導入の背景、英語支援体制、実施上の課題と対応につい

て体系的な紹介がなされた。大学の運営体制や学生・教員の構成、英語支援プログラム、

英語力評価制度の概要が説明されたほか、EMIC（EMIコーパス）、EMIGeCo（EMIジェ

スチャー・コーパス）、EMIT4F（教員向け研修）などの研究プロジェクトの概要と成果

が報告された。また、研究成果を活用したオンラインモジュールが開発中であり、2026

年 2 月公開予定であることも紹介された。質疑応答では参加者から多くの質問が寄せら

れ、EMIの実践や研究方法に関する活発な意見交換が行われた。 

さらに、本 SIG の会員は、JACET国際大会や JAAL in JACETなどの学会において研究

発表を行い、本研究分野に関する成果の発信にも取り組んだ。 

 


